







































寄合書では、通例として、第一巻と最終巻とは上位者の筆になることが多く、また、最終巻は 写の企画者が書くことが多いことから、基綱はこの書写に深く関わっていたことが知られる。この奥書によれば、明応二年十一月 旬に全巻終了し ことが知られる。
本写本に関する調査研究は皆無に等しく、わずか上野英子氏の基礎的な書誌の報告





と唐暁可氏 （ 「大正大学附属図書館蔵 『源氏物語』 攷 〈一〉 ―玉鬘における本文の重出―」〈 『研究と資料』第五七輯
　











































































































































【桐壺】５右 里可知奈留遠以与〳〵安可春安者礼奈留物尓里かちなるをいよ〳〵あかすあはれなる物に 於毛本之天人乃曽志利 毛衣波ゝ閑良世おもほして人のそしり もえはゝからせ 給者春世乃多女之仁毛奈利奴部幾御 天給はす世のためしにもなりぬへき御 て 那之奈利上達部宇遍人奈止毛安以 久女なしなり上達部うへ人なともあい くめ 遠曽波免徒ゝ以止末八由幾人乃御於本衣をそはめつゝいとまはゆき人の御おほえ 奈利毛路古之仁毛閑ゝ流事乃於古利仁なりもろこしにもかゝる事のおこりに 己曽世毛見多礼安之閑利介礼止屋宇〳〵阿こそ世もみたれあしかりけれとやう〳〵あ 女能下仁毛安知幾奈宇人乃毛天奈也三久めの下にもあちきなう人のもてなやみく 佐尓那利天楊貴妃乃多女之毛比幾出徒さになりて楊貴妃のためしもひき出つ





【桐壺】６右 御知幾利也婦可ゝ里介无世尓奈久起与良奈御ちきりやふかゝりけん世になくきよらな 流玉乃於乃己美己佐部宇末礼給奴以徒之可る玉のおのこみこさへうまれ給ぬいつしか 止心毛止奈閑良世給天以曽幾満以良世天と心もとなからせ給ていそきまいらせて 御覧寸留尓女川良可 留知己乃 可多 奈御覧するにめつらか るちこの御かた な 一乃見古八右大臣乃女御乃御者良尓天与勢一のみこは右大臣の女御の はらにてよせ 於毛久宇多可比奈起末宇希乃君止世尓毛天おもくうたかひなきまうけの君と世にもて 閑之徒幾起己由連止古乃御尓本比耳八かしつききこゆれとこの御にほひには 奈良比給遍久毛安良左利介礼八大可多能屋无ならひ給へくもあらさりけ は大かた やん 古止奈起御思尓天己乃君遠波和多久之ことなき御思にてこの君をはわたくし
【桐壺】６左 物尓於本之閑之徒幾給事可幾利那之物におほしかしつき給事かきりなし 母君八波之免与利遠 奈部天能宇部宮徒母君ははしめよりを なへてのうへ宮つ 可部之給部幾ゝ波尓八安良佐利幾於本衣以止かへし給へきゝ にはあらさりきおほえいと 屋无己止奈久上春女可之介礼止和利奈久末徒やんことなく上すめかしけれとわりなくまつ 者世給安末利尓佐留部幾御安曽比乃於利〳〵はせ給あまりにさるへき御あそひのおり〳〵 何事仁毛由部安留事乃布之〳〵尓八末川何事にもゆへある事のふし〳〵にはまつ 末宇乃本良世給安留時尓八於本止乃古毛里まうのほらせ給ある時にはおほとのこもり 寸久之天屋閑天左不 者世給比奈止安奈すくしてやかてさふ はせ給ひなとあな 閑地尓於末部左良春毛天奈 世給之本止尓かちにおまへさらすもてな せ給しほと
六
大正大学蔵『源氏物語』翻刻（桐壺）
【桐壺】７右 於乃徒可良可路幾可多尓毛美衣之遠己能美己おのつからかろきかたにもみえしをこのみこ 宇末礼給天乃知八以止心己止尓於毛本之遠起うまれ給てのちはいと心ことにおもほしをき 天多礼八坊尓毛与宇世春八己乃美己能為給てたれは坊にもようせすはこのみこのゐ給 遍幾奈女利止一乃美己乃女御八於本之宇多へきなめりと一のみこの女御はおほしうた 閑部利人与利佐幾尓末以利給天也武己止かへり人よりさきにまいり給てやむこと 奈幾己止那幾御思日奈部天奈良春見己 知なきことなき御思ひなへてならすみこ ち 那止毛於者之満世波己乃 可多能御以左免遠なともおはしませはこの かたの御いさめを 乃三曽奈越王川良者之宇心久留之宇於毛比幾のみそなをわつらはしう心くるしうおもひき 己衣左世給介留閑之己起御可計遠八堂能三起こえさせ給けるかしこき御かけをはたのみき
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 以止多遊計尓天以止ゝ奈与〳〵止我可乃介之起いとたゆけにていとゝなよ〳〵と我かのけしき 尓天布之多礼八以可左満尓止於本之女之満にてふしたれはいかさまにとおほしめしま 者留天久留末乃宣旨奈止乃多末者世天毛はるてくるまの宣旨なとのたまはせても 又以良世給天八佐良尓衣由留左世給者須可幾利又いらせ給てはさらにえゆるさせ給はすかきり 安良无美知尓毛遠久礼左起多ゝ之止知起良勢あらんみちにもをくれさきたゝしとちきら 給希留遠佐利止毛宇 春天ゝ者衣由 屋給けるをさりともう すてゝはえゆ や 良之止乃多末波春留遠八女 以止以三之止らしとのたまはするをは女 いといみしと 美多天末川利帝みたてまつりて 可幾利止天和可類ゝ美知乃可奈之幾尓以可かきりとてわかるゝみちのかなしきにいか
【桐壺】
10左





 左世給御川可比乃遊幾可不本止毛奈起尓猶させ給御つかひのゆきかふほともなきに猶 以不世佐遠可幾利奈久乃多末者世徒類遠いふせさをかきりなくのたまはせつるを 夜中宇知寸久留本止尓奈无太衣者天給奴留夜中うちすくるほとになんたえはて給ぬる 止天奈幾佐者計者御川可比毛以止阿衣奈久とてなきさはけは御つかひもいとあえなく 天可部利末以利奴 己之女須 心末止比奈尓己止てかへりまいりぬ こしめす 心まとひなにこと 毛於本之女之和可礼須己毛利遠者 末 三古もおほしめしわかれすこもりをは ま みこ 八可久天毛以止御覧世末本之介礼止可ゝ留本止はかくてもいと御覧せまほしけれとかゝるほと 耳左不良比給連以奈幾己 奈礼者 可天給にさふらひ給れいなきこ なれは かて給 奈无止春那尓己止可安良无止毛於毛本之多良春なんとすな ことかあらんともおもほしたらす
【桐壺】
11左







 曽乃左本宇志多留尓於者之川幾多留心知以可者そのさほうしたるにおはしつきたる心ちいかは 閑利可八安利介武無奈之幾御可良遠三留〳〵かりかはありけむむな き御からをみる〳〵 奈遠於者寸留物止思不可以止可比奈介礼八者以止なをおはする物と思ふかいとかひなけれははいと 奈利給者武遠美多天末徒利天以末者奈幾なり給はむをみたてまつりていまはなき 人止比多布留尓於毛比奈利奈无止佐可之人とひたふるにおもひなりなんとさ し 宇乃多末比徒連止久留末与利 於知奴部宇うのたまひつれとくるまより おちぬへう 末路比多末部八佐者思日川可之止人〳〵毛天まろひたまへはさは思ひつかしと人〳〵もて 王川良比幾己由宇知与利御川可比安利三位農わつらひきこゆうちより御つかひあり三位の 久良為遠ゝ久利給与之勅使幾天曽能宣命くらゐをゝくり給よし勅使きてその宣命
【桐壺】
12左






















 志良奴心知尓毛計尓己曽以止之乃比可多久侍介礼しらぬ心ちにもけにこそいとしのひかたく侍けれ 止天屋ゝ多女 比天於本世己止徒多部幾己由とてやゝため ひておほせことつたへきこゆ 志者之八夢可止乃三 止良連之遠也宇〳〵しはしは夢かとのみ とられしをやう〳〵 思日志川末留仁 毛左武部幾可多奈久太衣思ひしつまるに もさむへきかたなくたえ 可多起八以可尓春部幾和左仁可止毛 比安者春かたきはいかにすへきわさにかとも ひあはす 遍幾人多尓奈幾遠忍比天八衣末以利給へき人たになきを忍ひてはえまいり給 比奈无也和可宮能以止於本川可奈久露計幾ひなんやわか宮のいとおほつかなく露けき 奈可尓寸久之給毛心久留之宇於本左類ゝ越なかにすくし給も心くるしうおほさるゝを 止久末以利給部奈止者可〳〵之宇毛能多末八世とくまいり給へなとはか〳〵しうものたまはせ
【桐壺】
15左









 者起可毛止遠思日己曽也連止安礼止衣美多はきかもとを思ひこそやれとあれとえみた 末比者天須以乃知奈可左能以止川良宇於毛不まひはてすいのちなかさのいとつらうおもふ 多末部志良類ゝ耳松乃於毛者无己止堂耳たまへしらるゝに松のおもはんことたに 者川可之宇思給侍礼八毛 之起尓由幾可飛はつかしう思給侍れはも しきにゆきかひ 侍良无己止八満之天以止波ゝ閑利於本久奈无可之侍らんこと ましていとはゝかりおほくなんかし
【桐壺】
16左














































 宇部曽志徒心奈幾奈止也宇尓美多利可波之幾うへそしつ心なきなとやうにみたりかはしき 遠心遠佐免佐利介留本止ゝ御覧之由留春を心をさめさりけるほとゝ御覧しゆるす 部之以止可宇之毛美衣之止於本之志川武連へしいとかうしもみえしとおほししつむれ 止佐良尓衣之乃比安部左世給者須御良无之とさらにえしのひあへさせ給はす御らんし 者之免之止之月乃己止佐部可幾安徒免はしめしとし月のことさへかきあつめ 与呂川尓於本 川ゝ遣良礼天時乃末毛於本よろつにおほ つゝけられて時のまもおほ 川可奈可利之遠閑久天毛月日八遍尓介利止つかなかりしをかくても月日はへにけりと 安左末之宇於保之女左留故大納言乃由以己あさましうおほしめさる故大納言のゆいこ 武安也末多須宮川可部乃本以不可久毛乃之むあやまたす宮つかへの いふかくものし
【桐壺】
21左









 安利可遠曽己止之留部久絵尓可起多留楊貴妃ありかをそことしるへく絵にかきたる楊貴妃 能可多知八以美之幾恵之 以部止毛不天 利のかたちはいみしきゑし いへともふて り 安利介礼八以止尓本比奈之大液芙蓉未央ありけれはいとにほひなし大液芙蓉未央 柳毛遣尓閑与比多利之可多知遠可多女以柳もけにかよひたりしかたちをかためい 多留与曽比八宇流者之宇己曽安利気免奈川たるよそひはうるはしうこそありけめなつ 閑之宇羅宇 計奈利之遠於本之以川留尓かしうらう けなりしをおほしいつるに 花鳥能色尓毛祢尓毛与曽不部幾閑多曽花鳥の色にもねにもよそふへきかたそ 奈幾安左由不乃己止久左尓者年遠奈良遍なきあさゆふのことくさにはねをなら
【桐壺】
22左

















 八於者之満之気免曽己良乃人能曽之里宇良見はおはしましけめそこらの人のそしりうらみ 遠毛波ゝ閑良世給者須己乃御己止尓不礼多留をもはゝからせ給はすこの御ことにふれたる 古止遠八堂宇里遠毛宇之奈者世給今波多可久ことをはたうりをもうしなはせ 今はたかく 世中乃事遠毛於本之寸天多留也 尓 利世中の事をもおほしすてたるや に り 由久八以止多以〳〵之幾和左奈利止人能三可止ゆくはいとたい〳〵しきわさなりと人のみかと 乃多免之末天比幾 天佐ゝ女幾奈計のためしまてひき てさゝめきなけ 幾介利月日部天和可宮末以利給奴以止ゝ己きけり月日へてわか宮まいり給ぬいとゝこ 乃世能毛乃奈良春幾与良尓遠与春計給部の世のものならすきよらにをよすけ給へ 連八以止遊ゝ之宇於本之多利安久留止之能者留れはいとゆゝしうおほしたりあくるとしのはる
【桐壺】
24左















 於者春礼八以止遠可之宇打止計奴安曽飛久おはすれはいとをかしう打とけぬあそひく 左尓堂礼毛〳〵思比幾古衣太末部利和左止さにたれも〳〵思ひきこえたまへりわさと 乃御可久毛无八佐留 乃尓天己止不恵乃祢尓の御かくもんはさる のにてことふゑのねに 毛雲為越比ゝ閑之春部天以比川ゝ気八己も雲ゐをひゝかしすへていひつゝけはこ 止〳〵之宇宇多天曽奈利奴部幾人乃御と〳〵しううたてそなりぬへき人の御 佐末那利介流曽乃己路己満宇止乃末以礼留さまなりけるそのころこまうとのまいれる 可奈可尓閑之己幾佐宇尓无阿利介留遠幾かなかにかしこきさうにんありけるをき 古之免之天宮乃宇知尓女佐武己止八宇多能こしめして宮のうちにめさむことは 多の 美可止乃御以末之免安連者以美之宇志乃比天みかとの御いましめあれはいみしうしのひて
【桐壺】
26左























 末徒利天宇世給尓之三也寸所乃御可多知尓ゝまつりてうせ給にしみやす所の御かたちにゝ 太末部留人遠三代乃宮徒可部尓徒多者利たまへる人を三代の宮つかへにつたはり 奴留尓衣見多天末川利徒希奴尓幾左以乃ぬるにえみ てまつりつけぬにきさいの 宮乃比免宮己曽以止与宇於本衣天於飛以宮のひめ宮こそいとようおほえておひい 天佐世給部利介礼安利可多起御可多知人耳てさせ給へりけれありかたき御かたち人に 奈无止曽宇之介留尓末古止尓也止御心止末利天なんとそうしけるにまことにやと御心とまりて 祢无己路耳起己衣佐勢給希利者ゝ起左ねんころにきこえさせ給 りはゝきさ 幾安奈於曽呂之也春宮乃女御乃以止左可奈きあなおそろしや春宮の女御のいとさかな 久天幾利徒本乃更衣乃安良者尓者可 久くてきりつほの更衣のあらはにはか く
【桐壺】
29左







 末以良世太天末川利給部利藤川本止幾己遊まいらせたてまつり給へり藤つほときこゆ 計尓御可多知安利左満安屋之幾末天曽於本けに御かたちありさまあやしきまてそおほ 衣給部留己礼八人乃御幾八満 利天於毛飛え給へるこれは人の きはま りておもひ 奈之女天多久人毛衣於止之免幾己衣給者なしめてたく人もえおとしめきこえ給は 祢八宇計者利天安可奴己止奈之可連八人乃遊ねはうけはりてあかぬことなしかれは人のゆ 流之幾己衣佐利之尓御心左之安屋尓久 利るしきこえさりしに御心さしあやにく り 之曽閑之於本 末起留止八奈計連止遠乃しそかしおほ まきるとはなけれとをの 川可良御心宇川呂比天古与奈宇於本之 久つから御心うつろひてこよなうおほし く 左武也宇奈留毛安八礼奈留和左奈利介利源氏さむやうなるもあはれなるわさなりけり源氏
【桐壺】
30左





 以止安者礼止思幾古衣給天川祢尓末以良末いとあはれと思きこえ給てつねにまいらま 本之久奈徒左比三多天末川良者也止於本衣給ほしくなつさひみたてまつらはやとおほえ給 宇部毛可幾利奈幾御於毛 止知尓天奈宇うへもかきりなき御おも とちにてなう 止三給曽安屋之久与曽部幾己衣徒部幾心とみ給そあやしくよそへきこえつへき心 奈无寸留奈女之止於本左天羅宇多宇之給部なんするなめしとおほさてらうたうし給へ 川良徒幾満三奈止八以止与宇尓多利之由部 与比つらつきまみなとはいとようにたりしゆへ よひ 天美衣給毛仁気奈可良春 武奈止起古衣てみえ給もにけなからす むなときこえ 川計給部連八於左奈心知尓毛波可奈幾花毛つけ給へれはおさな心ちにもはかなき花も 見知尓川遣天毛心左之遠美衣多天末 利みちにつけても心さしをみえたてま り
【桐壺】
31左















 給天御曽多天末川利可部天於利天者以之給て御そたてまつりかへておりてはいし 多天末川利 不左満尓三奈人那三多於止之給たてまつり ふさまにみな人なみたおとし給 美可止八末之 衣忍比安部多末八須於本之末みかとはまし え忍ひあへた はすおほしま 幾留ゝ於利毛安利川留昔乃己止止利可部之可奈之きるゝおりもありつる昔のこととりかへしかなし 久於本佐留以止可宇幾比王奈留保止八安計遠止くおほさるいとかうきひわなるほとはあけをと 里也止宇多可波之久於本左礼川留遠阿左末之宇りやとうたかはしくおほされつるをあさましう 宇川久之遣左曽比給部利飛幾以礼乃大臣能三古うつくしけさそひ給へりひきいれの大臣のみこ 者良尓多ゝ比止利可之川幾給不御武春免春宮はらにたゝひとりかしつき給ふ御むすめ 宮 与利毛御介之幾安留遠於本之和川良布事阿利よりも御けしきあるをおほしわつらふ事あり
【桐壺】
33左



















 於止ゝ乃御左止尓源氏乃幾見末可天左世給おとゝの御さとに源氏のきみまかてさせ給 左本不世尓女川良之幾末天毛天閑之徒幾さほふ世にめつらしきまてもてかしつき 幾己衣給部利以止幾比者尓天於八之多留越きこえ給へりいときひはにておはしたるを 由ゝ之宇宇川久之止思日起己衣給部利女君者ゆゝしううつくしと思ひきこえ給へり 君 寸己之寸久之給部留本止尓以 和可宇於者寸礼八すこしすくし給へるほとにい わかうおはすれは 尓計奈久者川可 止於本以多利己乃於止ゝ乃御にけなくはつか とおほいたりこのおとゝの御 於本衣以止也武己止奈起尓者ゝ宮内乃比止おほえいとやむことなきにはゝ宮内のひと 徒幾左以者良尓奈无於者之介礼八以徒閑多尓つきさいはらになんおはしけれはいつかたに 川計天毛物安左也可奈留 己乃君左部閑久於つけても物あさやかなる この君さへかくお
【桐壺】
35左







 女之末川者世八心屋春久佐止春見毛衣之給めしまつはせは心やすくさとすみもえし給 者須心乃宇知尓八堂ゝ藤川本乃御安利左末遠はす心のうちにはたゝ藤つほの御ありさまを 多久比奈之止思日起己衣天左也宇奈良无人たくひなしと思ひきこえてさやうならん人 遠己曽見女尓留人 久毛於者之介留可奈於をこそみめにる人 くもおはしけるかなお 本以止能ゝ幾見以止於可之計尓可之川可礼多 人ほいとのゝきみいとおかしけにかしつかれた 人 止八三由連止心尓毛川可春於保衣給天於左とはみゆれと心にもつかすおほえ給ておさ 幾本止乃御比止部心尓可ゝ里天以止久留之起きほとの御ひとへ心にかゝりていとくるしき 末天曽於本之介留於止奈尓那利給天乃知八まてそおほしけるおとなになり給てのちは 安利之也宇尓美春乃宇知尓毛以礼多末波春ありしやうにみすのうちにもいれたま す
【桐壺】
36左





 所乃御可多〳〵能人〳〵末可天知良春佐不良者世給左止所の御かた〳〵の人〳〵まかてちらすさふらはせ給さと 乃殿八修理職多久三川可左尓宣旨久多利 尓奈の殿は修理職たくみつかさに宣旨くたり にな 宇安良多女川久良世給毛止能己多知山能多ゝ寸末比うあらためつくらせ給もとのこたち山のたゝすまひ 於毛之呂幾所奈留遠池乃心比呂久志奈之天おもしろき所なるを池の心ひろくしなして 女天多久徒久利乃ゝ志留閑ゝ流所尓於毛不也宇 良めてたくつくりのゝしるかゝる所におもふやう ら 武人遠寸部天寸末者也止乃三奈計可之宇於む人をすへてすまはやとのみなけかしうお 本之和多留比可留君止以不名八己末宇止能女天起ほしわたるひかる君といふ名 こまうとのめてき 古衣天川計多天末川利介留止曽以比徒多部多流止奈武こえてつけたてまつりけるとそいひつたへたるとなむ
三七
